




















要約 

食品アレルギーの診断基準が明確でない上に、情報過多の環境の中で、第一線で乳幼児に

接している保健婦、栄養士、保母には栄養指導上多くの混乱が生じている。また食品アレ

ルギー児に対する重要な治療の一つである除去食事療法も、その適応を定める医師と、実

際に指導に当たる保健婦等との間に確かな連携があるとは限らず、除去食事療法の継続に

多くの不安材料がある。この実態を十分把握した上で、食品アレルギー児に対する栄養指

導のあり方を考えねばならない。 


